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  １月１５日、乳幼児や重度心身障害者、ひと

り親家庭に対する、医療費助成をめぐる、鹿児

島県に病院窓口負担ゼロを求めている「三つの

安心をつくる会」は、知事あてに窓口負担をな

くして現物給付を求める５８０６人分の署名を

提出しました。「会」は昨年９月に１万１８７６

人分の署名を提出。合計１万７６８２人分にの

ぼります。まつざき真琴県議も同席しました。 

鹿児島県においては、重度心身障害者医療費、

ひとり親家庭医療費、乳幼児医療費におきまし

て、県単独の助成制度を設けています。しかし、

いずれも一旦病院の窓口で全額支払った後、２

～３か月後に戻ってくる「償還払い方式」です。

 鹿児島市議会では、昨年の１２月議会で、鹿

児島県知事に対し、『乳幼児医療・重度心身障害

者医療等の現物給付を求める意見書』を全会一

致で採択しました。 

 鹿児島県身体障害者協会連合会から、医療費

助成を現物給付に変えてほしいという陳情が県

議会に提出されて全会一致で採択されました。

また、母子寡婦福祉研修大会でも、「現物給付」

に変えることを求める「決議」が挙げられまし

た。鹿児島県市長会から出された県への要望書

でも、乳幼児医療費助成の中学校卒業までを対

象にして現物給付を求めています。 

 まつざき県議は、 

３月議会でこの問題を 

取り上げる予定です。 

県の制度としては、対象は小学校入学前まで、

３０００円を超えた分だけが後から戻ってくる

というしくみになっています。 

 市町村では、それに上乗せをして、対象を広

げたり、自己負担をゼロにするなど、子育て支

援を行っています。 

 しかし、市町村によってバラつきがあり、住

んでいるところで大きくに差が出ています（裏

面参照）。 

 県としての制度の充実を図ることが求められ

ています。 


